
大豆
（トヨホマレ）

大豆
（エンレイ）

いんげんまめ
（つる有大福）

いんげんまめ
（大白花）

そらまめ
（天草小粒）

ヒエ
（２E－03）

ハトムギ
（岡山在来）

ゴマ
（黒ごま）

ヒマワリ
（ノースクイン）

馬鈴しょ
（男爵薯）

馬鈴しょ
（シャドークイーン）

さつまいも
（ベニアズマ）

こんにゃく さとうきびこんにゃく
＜生子（きご）＞

馬鈴しょ
（キタアカリ）

馬鈴しょ
（さやあかね）

馬鈴しょ
（はるか）

馬鈴しょ
（メークイン）

馬鈴しょ
（ノーザンルビー）

ゴマ
（白ごま）

ゴマ
（金ごま）

ゴマ
（茶ごま）

ナタネ
（農林８号）

エゴマ
（ジュウネ）

エゴマ
（大野在来）

エゴマ
（新郷在来）

シコクビエ
（白峰）

シコクビエ
（秋山 77－６）

シコクビエ
（祖谷在来）

ソバ
（鹿屋ゾバ）

ソバ
（階上早生）

ソバ
（岩手本場）

ハトムギ
（中里在来）

ハトムギ
（黒石在来）

シカクマメ
（ウリズン）

シカクマメ
（石垣在来）

アワ
（南小日紅穀）

アワ
（粟信濃１号）

アワ
（入間在来）

キビ
（黍信濃１号）

キビ
（河内系２号）

ヒエ
（２B－03）

えんどう
（白エンドウ）

えんどう
（豊寿大莢）

えんどう
（東北１号）

落花生
（千葉小粒）

落花生
（金時）

落花生
（千葉半立ち）

そらまめ
（早生蚕豆）

そらまめ
（河内一寸）

いんげんまめ
（つる有大虎）

いんげんまめ
（福虎豆）

いんげんまめ
（長鶉）

いんげんまめ
（大丸鶉）

いんげんまめ
（つる有穂高）

いんげんまめ
（大正金時）

いんげんまめ
（つる無白黒）

いんげんまめ
（つる有黒衣笠）

大豆
（青端豆）

大豆
（納豆小粒）

あずき
（アカネダイナゴン）

あずき
（エリモショウズ）

いんげんまめ
（白金時）

あずき
（ホッカイシロジョウズ）

大豆
（ユキホマレ）

大豆
（新丹波黒）

大豆
（中生光黒）

大豆
（トヨコマチ）
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（独）農業生物資源研究所・（独）種苗管理センター・群馬県農業技術センター

中南米が原産地であるアマランサスとキノアは
健康食として注目されています。このため、今８
号では「アマランサスとキノア」を特集として組
みました。
我が国では健康ブームに乗り、様々な食品が販
売され食されています。
健康食といえば「医食同源」という言葉を思い
浮かべます。病気を治す薬と食べ物は本来根源を
同じくするものという意味のようですが、バラン
スの取れた食事をとることで病気を予防し治療し
ようとする考え方は重要であると思います。
今回特集として取り上げましたアマランサスと
キノアについても研究が行われ、食品としての高
い栄養価、機能性を保持していることが明らかに
なってきています。
しかしながら、アマランサスとキノアの国内生
産量は、消費量に比べわずかであり、ほとんどが
南米等からの輸入に頼っています。
このため、従来より我が国の気候や風土に合う
品種の育成、栽培方法の開発等の研究が行われて

きました。
また一方では、作業の機械化や選別等の課題も

残されているようです。
今回ご紹介いただきました産地では、地域で関

係者が研究会を立ち上げ、産学官が連携して新た
な産地づくりや商品開発を行うなどの新たな動き
が出ており、注目されます。
また、高校生がキノア栽培に取り組み、地元の

企業と連携し商品開発を行うとともに、地域での
生産拡大の刺激剤にもなっているという事例も紹
介されています。
栄養、機能性に優れているアマランサスとキノ

アが、今回の紹介事例等を参考にされて関心を持
たれ、他地域でも新たな取り組みが現れてこられ
れば幸いです。
なお、今回号から編集は佐々木が担当いたしま

す。前任の上野同様よろしくお願いいたします。
（佐々木）
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